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1942年 十二月の天象　僻刻は日本標準時）

　　Heavens　of　Decembe．

　年末の十二月は，いよ々々冬の星室で，“牛i’や“オリオン”等に率ゐられ

た肥しい輝星の群れが，日波と共に，頭上へ現れて來る時である．季飾は塞

いと言っても，まだ々k大したことは無V・．況んや，憂選や，フィリピン，

ボルネオあたりは，徹宵して星を物しむ良V・時期である．

　太陽は“蝿”から“蛇遣ひ”あたりを順行し，南緯は低い．季節から言へ

ば，8日が大雪，22日が冬至であるから，此の頃が最も書夜不雫均の時であ

る．北緯60。以北では殆んどHの目を見す，その代り，南緯60。以南では夜

間の無V、“白夜”の24時間を逡り迎へる～二ととなる．

　月は1日に下弦となり，次いで8日が新月，230‘が碍1月，それから月末の

31Uが再び下弦である．新年の鐘の音が鳴りひびく頃，月ぱ西に傾く姿勢に

ある．

　水星は1日に外合となり，月末まで引きつづいて香の星であるが，太陽に

近くて見えない。13日置は金星と1D余りの近くに近づくが，之も見えない現

象である．

　金星も亦十一月中頃に外合したばかりで，・宥の星ではあるが，今月も樹ほ

太陽の背後にあるため，ごく特殊な目的の槻測以外には不可能㊧星である．

　火星は日出前の東々南の低い室にヂラと顔を出し始めたけれど，距離も遠

いし，光度も微弱で，興味をそNらな熔．

　木星は頗る好V・位置に登場して來た．毎夜，日淡の後に2～3時聞もする

と可なり高く東の室に君臨して，其のE．光を放ち，大ノ」洛学の望遠銭の持ち

主を欝迎する・四つの衛星は其の左右に鰍序し，主星に劃して，蝕や，掩蔽

や，通過等の現象を飽きるまで見せてくれる．訂細は年鑑（天界第247號第

27回目見られよ，

　土星は2日にi封衝となり，光度は一2級，地球からの距離は8輩位階，部

ち13億キロ．美しい輪の幅も2t”を超え，壮襯を呈する．

　天！IE星も，土星と並んで，牛座にある．槻望に好いが，年鑑20頁の星圖が

必要であることを、忘れてはならない，

　海王星も，日出前の東天に高い．

　流星は，上旬から中旬へかけての双子座群が，月に妨げられないで，擬製

に宜v・．

　黄道光も絡夜見える時で，黄道帯も，1922年以來のものが現はれる豫想で

ある．
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　　　　　　　　　　昭和18年分の會費と部費

　曾費本會の原動力たる會費は，本四規則第6條にもあります如く，前納

されて初めて，本會が経螢維持出來る制度であります貼を御了解下され，此

際會員各位の御協力を得て，一層牧入の確實を期し続く存じます．何卒この
事を御諒承の上，會員にして昭和17年分會費叉は追加額の未納の方は勿論め

こと，昭和18年分愈費及び部費の納入を勧行して頂き度く，切に希望する次
第であります．念の爲め＝一昭和i7隼分ek正會費は　　年額4圓30鐘です．

　　　　　　　　　　　　　　（糧加額3（）ge未納の方は至急お邊り下さい）

なほ　昭和18年発倉費は　年額4圏雛鐙です．‘　　　　“

　雁召會員は會費免除慮召又は從軍される場合は直に其旨御申出下さい．

翻測部費（急報購讃料）

東亜天燃蜘翻面北端年翻・鰻薇鍵を・團騒

　御沸込について從來魯費を頂く場合は御事情により集金郵便を差し上げて
みた向きもありましたが，御承知の如く，現在は「集金郵便」の取扱ひが「中

正」されてをりますので，今後は御面倒でも是非とも振替（或は小爲替）を

もって御梯込を願はねばなりません．「倉費切」の通知を差上げました時は直

に御邊金下さV・．なほ本會の振替貯金番號は大阪56765（東亜天文協會）でず．

　　　　　　　　　　　　　東亜天文山山経理部

ア鳥竈轟ウム鍍金

鍍金品目

天　膿　用　反　射　鏡

レフ式カメラ反射鏡
理化學器械用反射鏡
其他御国めに鷹す

反射望遽爲，眞鏡‘‘カンコー，，

製　作　元 勲西光學研究所
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1941年十’月の火星スケチ（6）

Sketches　of　the　Mars，　October，　1941．
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　　　　　　　　　　　　　　　（1941，　J．　C．　T．）
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